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１．はじめに 
１）研究の背景 
定年退職後の生活に関する研究はかなり行なわれているが、男性に関するものがほとんどであ

り、女性に関しては「今後研究の必要あり」と指摘はされているが、先行研究があまりない。女

性の教員や看護師であった人の退職後の生活に関する調査や研究が数本報告されている程度であ

る。これには、男性と比較して女性の退職者が少数であることが関係していると思われる。 
2002 年の定年退職者全体に占める女性退職者の割合は 8.4％と１割にも満たない。しかし、女

性の労働市場における地位の変化に伴い、女性定年退職者は今度増加するであろうことが予想さ

れることから、今後は、女性における定年退職後の生活に着目した研究も重要性を増していくで

あろう。 
２）研究の目的 
女性定年退職者を対象とした質的調査に基づき、定年退職後の生活（就業、家庭、地域、ボラ

ンテイア、趣味など）の形成プロセスを、特に定年退職前の職業・家庭・地域生活との関連にお

いて分析することを目的とする。本研究によって、今後増加するであろう女性の定年退職者が、

退職後の生活にどのように適応していくのか、その問題提起と解決への手がかりを提供できる。 
 
２.研究方法 
１）調査対象 
定年退職(早期退職を含む)の経験のある59歳から68歳の老齢厚生年金を受給している女性10

名（１名は受給予定者）である。対象者の抽出は、筆者のネットワークを通じた機縁法によって

行った。 
２）調査方法 
調査方法は質的調査であり、半構造化された質問紙を用いた個別面接法で実施した。定年退職

前後では職業だけでなく家庭や地域など広範囲にわたる生活に変化が起こり、さらにそれらが複

雑に影響しあいながら、定年退職後の生活が形成されている。このような複雑なプロセスを有す

る現象を解明するには、質的な調査が妥当であると考えた。 
質問項目は、①現在の生活（趣味・学習活動、家庭、地域活動・ボランテイア、楽しみ・いき

がい、健康状態・経済状況など）、②定年前の仕事・職場について、③現在の生活に現役時代の職

業、家庭、地域の生活がどのような影響を与えているか、などである。  
分析には修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いた。特に定年退職前の職業・家

庭・地域での生活との関連に焦点を当て分析を行なった。 
 

３.結果 
現在の生活は、【職場に心を残した生き方】と【職場と別の世界での生き方】に大きく区分され

た。【職場に心を残した生き方】とは、定年後も〔現役時代の人間関係〕を保ちながら生活する人、

〔経験を生かした仕事を継続〕する人、〔仕事に代わる生きがい探し〕をしている人が含まれてい

る。【職場と別の世界での生き方】とは、定年後において、〔新たな人間関係を作る〕〔趣味に生き

る〕〔自由な時間を楽しむ〕といった暮しを送っている人たちである。 
このような現在の生活に対して、職業経験がどのような意味を持っていたかについては、〔人間

関係〕と〔技能の習得〕で構成される【仕事を通して得た財産】および【仕事の達成感】が大き



 

な意味をもっていた。さらに、厚生年金による安定的な【経済的基盤】も大きな役割を果たして

いた。すなわち、職場に心を残すか、残さないかに関係なく、いずれの生活においても【経済的

な基盤】がそれらを支えるものであった。【職場と別の世界での生き方】を選択した人では、職業

経験に対しては【仕事の達成感】を感じている人であり、職業に対してやることはやった、とい

う想いから職業への執着心がほとんどなかった。   他方、【職場に心を残した生き方】につい

ては、【仕事を通して得た財産】を何らかのかたちで退職後の生活に生かそう、という意識が働い

ていた。 
以上のように今回の調査対象者は 30 年以上同じ会社 (１名は数社で勤務経験あり)で働いた経

験をもっており、「職場」はそれぞれの人生に大きな意味を持っていた。さらに、【職場に心を残

した生き方】と【職場と別の世界での生き方】は対立するものではなく、個人の中でも退職後に

複数の活動に従事している人がおり、活動によっては【仕事を通して得た財産】を生かしたもの

であったり、【仕事の達成感】から【職場と別の世界】ということで使い分けている場合もあった。 
 
４．考察  
１）生活適応のプロセスにおける男性定年退職者との違い 
（１）スムーズな定年後の生活適応 
本研究において、女性の定年退職者は自分の力で手に入れた心身の自由を思い存分楽しんでお

り、職業経験で得た「人間関係」「技能」などは楽しむためのツール的な存在となっていることが

明らかになった。男性は多くの先行研究に述べられているように、仕事一辺倒の生活から定年後

の生活に移行するにはかなりの努力を要しているが、女性はすんなり適応し、自然体で楽しんで

暮らしている。この結果は、先行研究の知見を支持するものであった。加えて、ほぼ全員が長年

の勤務により退職後の経済基盤が保障されたと述べているように、生活適応を考える際に重要な

点は経済的基盤であることも明らかとなった。しかし、経済的基盤の重要性については男性定年

退職者とも共通であるものであった。 
（２）楽しみの源泉 
本研究では、退職後の生活について『毎日元気に楽しく、友達との付き合いを楽し 

んでいければ満足』と答えた人がほとんどであり、インフォーマルな活動に楽しみを見出してい

た。他方、男性については、「これまで会社の中で培ってきた能力や実績を活かし、職業人として

の自分の延長線上に地域人としての自分を見いだしている」など、フォーマルな活動に楽しみや

生きがいを見出していることが先行研究で明らかになっている。 
２）今後の課題 
 本研究では、定年退職した女性 10 名を対象としたが、この人たちは首都圏に暮らしており、

大変限られた対象であった。そのため、この結果を一般化することは難しい。さらに、健康状態

は良好な人であったため、加齢に伴い対象者に健康不安が出てくれば、適応のあり方も異なって

くるであろう。異なる対象を分析することで、知見の妥当性を検証する必要がある。加えて、コ

ホートによる違いも検証する必要がある。近い将来、団塊世代、また雇用均等法の下で働いてき

た女性が定年退職を迎える。このような人は、職業や家庭に対する価値観は本研究で対象とした

人とは異なっていると思われる。 
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